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わが国海洋観測史を彩る名測量艦，

名観測船(戦前，戦中編)

1 .緒言

前報に引きつづき本報にがいては昭和 7-8

年から第2次世界大戦中に至るまでの約10年間

について述べる。この期間には「満州事変jか

ら「非常時J，r臨戦体制J，ついには太平洋戦
争突入というわが国政治，経済，社会の激動が

見られたが，それが海洋観測，海洋学研究に与

えたインパクトは極めて大きい。これに追い討

ちをかけるように室戸台風，東北・北海道の大

凶作という二つの大きな天災があった。この天

災を契機としてわが国の海洋観測，研究面にお

ける大きな飛躍が見られるようになる。

2.凌風丸(初代)ー中央気象台初の本格的

観測船の誕生

昭和一桁代， 日本の気象・海洋事業に大きな

影響を及lました天災が二つあった。昭和 6，9 

年，東北・北海道に大凶作を粛した凶冷と，昭

和9年9月，関西を襲って大災害を生起させた

室戸台風とである O これらはもともと気象，海

況に原因するところから中央気象台(現気象

庁)では防災対策に本格的に乗り出すことにな

った。その一環として三陸沖やオホーツク海方

面の海況調査とそれに必要な大型観測船の建造

が大きくクローズアップされるようになった訳

で、ある。

米が余り，減反政策がとられる今日，かつて

の東北・北海道の凶作についてその深刻さ，悲

惨きを想像することは難しい。農業技術が進ん

でいなかった当時，農民としては少しでも凶冷

に強い品種の稲をうえでこれに備えるほか方法

がなかった。そうなると天気の長期予報がどう

しても必要になる。わが国て、は天候と稲作との
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関係について明治時代から優れた調査研究が数

多くあったが，それに関連して海況の天気に与

える影響に注目した先覚者も見られた。今の言

葉でいうと海洋と大気の相互作用 (Air-Sea

Interactionl の研究であるQ これらの人々は，

東北帝国大学の遠藤吉三郎，盛岡高等農林学校

の関豊太郎，上回蚕紙専門学校の築地宣雄，農

林省農事試験場の安藤広太郎等である。一方，

中央気象台にあっても岡田武松，須田日克次等が

この線にそって研究を進めていた。観測耐で、は

水産試験場の字国道降らが三陸沖の一斉海洋観

測を行っていたが，凶冷年である昭和9年の8

月，折から俊鵠丸に乗船し観測していた彼は重

大な莞見をした。竹内(1978)の記述によると

三陸沖の水温が平年とくらべ異常に低いのが観

測されたのである。字国は直ちにこれを報告，

夏季の三陸沖異常低水温と凶冷を警告した。こ

こに珍いて凶作に敏感になっていた当時の世相

から，東北~qJの海況と夏季の気候との関連が社

会全体の主主日を引くようになった。

このような観測事実，現実におこりつつある

間作，さらには室戸台風の大災害を眼前にL.
昭和9年10月開催きれた第29回臨時気象協議会

にがいて，時の中央気象台長岡田武松は次の重

大提案を行った。即ち「冷害，ネ害，台風災害

の抜本的対策を講ずるため，海洋観測を充実し，

かつ南方の気象観測網を拡充する」ことで，こ

れにより大型観測船(凌風丸)が実現の運びと

なったのである。

凌風丸建造の目的は大きく三つにわけること

が出来よう。(1)はいうまでもなく凶冷原因究明

のための三陸沖，千島，北洋方面の組織的な海

況・気象観測を行うこと， (2)は室戸台風で痛感

された本邦南方洋上の気象観測網盲点を埋める

「移動洋上測候所」の役割をもたせること， (3) 
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は室戸台風対策で実現した硫黄島，ラサ島，南

大東島各測候所など南方観測網，千島列島方面

の北方観測網各接点に対する人員，物資の補給

任務に当たることである o 当時，気象宮署では

筆者が報じたように岡田の卓見で，すでに海洋

気象台(現神戸海洋気象台，当時は中央気象台

と同格)に海洋観測船春風丸(l25t)が完成し

ていた。しかしこれは何分あまりに小型で、上記

の三使命を十分遂行できないところから当局は

新船建造に踏み切った訳である。

新船のデザインについてはこのような特殊の

目的，用途を満たすため次の諸点が配慮きれた。

(1)荒天時の気象・海洋観測に備え酎波性，航洋

性 (seakindlinessl をよくすること， (2)北洋

の航行も考意し船首都に軽い砕氷能力を与える

こと(これは砕氷船といった構造でなく船首部

の外側銀に良質の高強度鋼銀を使用することと

きれたん (3)島峨測候所への長尺気象測器類積

み込みのため大きなホールドを備えること，等

であった。これらの基本要求のもとに設計は東

京帝国大学工学部の浅川教授に委嘱された。予

算の方は室戸台風による各種防災対策のうち，

気象業務整備の一環として第66臨時帝国議会で

文部省予算(当時中央気象台は文部省所属)の

増額が認められた。このような経緯の後，新船

は昭和12年2月起工 8月竣工し， 11愛嵐丸J
と命名きれた。建造は相生市の播磨造船所(現

石川島播磨重工業側，相生工場)，建造費54万

8000余円であった。

凌風丸の要目は，総トン数1，179t，長き 22 

5フィート (67，5m)，幅34，9フィート 00，5

m)，吃水24，3フィート (7，3m)，船員，観測

員50名，最大速力14ノット，出力1，200馬力

(神鋼ディーゼル2基)，逓信省遠洋航海1級

船であった。参考のためロイド船級簿にのって

いる初代及び、現凌嵐丸の明細を第1表に示す。

完成した凌風丸は白色，一本理突のスマート

な，それまでの観測船に見られぬ斬新な姿で関
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第 1表 ロイド船籍簿による凌風丸{上2世，
下初代)の要目Lloyd's(1967)による。

係者を満足させると共に今後の活躍を期待させ

るものがあった。特に要求のあった船首楼部分

は下の甲板より 7フィート (2，lm)高くなっ

ており，凌波性は良かった。ずっと後の話であ

るが筆者が放射計の実験をしたとき，船首外側

に設置した感部がこの為，波をかぶらず有難か

ったのを記憶している。船尾部の甲板は海洋観

測作業を考慮して低く (海面までの距離が近

く)なっており，これも便利な点であった。内

装は昭和12年という，まだ余裕のあった時代だ

ったので中々凝ったもの。サロン等は当時の外

航客船のそれを小ぶりにしたようなものであっ

fこ。

1I愛風*Jという船名は，文政のころ天文航
海の術に長じた富士であり，今の言葉でいう経

済学者でもあった本多利明 (1744-1821)が，

北辺(北海道，樺太)巡察目的でつくった同名

*気象官署内観測船は，海洋気象台)所属の最初のものが春風丸と名づけられた関係もあり，皆「風」の字がついている。現在気象庁(本庁)所
属のものは凌風丸(2 t控)，啓風丸である。これらのほか日朝」系の観測船，朝潮丸.夕汐丸附黒潮丸なとがあったが，現在では皆廃船となったc
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船からとったものといわれる。初代船長には東

京高等調船学校卒業の新進中野健吾がえらばれ

た。

3 .変風丸の多彩，また苦難の稽航海

i愛風丸の活動は，戦前，戦中，戦後にわたっ

ているためきわめて多彩ではあるが，同時に苦

難の連続であったともいえる。

昭和12年10月，南西諸島方面への処女航海を

手始めに，太平洋戦争の開戦に至るまで，凌風

丸は小笠原，硫黄島，三陸沖，北千島と西太平

洋の広範な海域で気象・海洋観測，離島測候所

への人員，機材，物資の輸送に縦横の活躍をし

た。しかし太平洋戦争の勃発は凌風丸のその後

の運命を大きく変えることになった。昭和17年，

凌風丸は海軍(気象部)に徴用となり各種の軍

事目的に使用された。しかし，その特殊性を生

かし軍事気象，海象の観測，調査が主だったよ

うである o 徴用の日から，官庁船ではあったが

いわば民間船である彼女の「たたかう凌風Jと
しての日々が始まったのである。はじめ，パラ

オ，セレベス，ボルネオ方面で諸任務についた

が，パンダ海(チモール島北方)で，わが国と

して初めて定点観測に提事，また船上からラジ

オゾンデを飛揚させ海上高層気象観測に成功し

ている。同じ頃，大西洋においても定点観測が

わが国より這かに大規模かつ組織的に行われて

いたが，東西軌をーにしているところは歴史的

に見ても興味深い。昭和18年初夏にはキスカ島

撤収作戦に参加，千島東方洋上で撤収作戦の鍵

となる霧予報のため困難な気象観測通報に従事

している。当時すでにわが作戦海域のほとんど

は米潜水艦の跳梁するところとなっていた。映

画「キスカJ(丸山誠治監督)を見られた方は
凌風のこの時期における苦労が想像できょう。

戦局が不利になるにつれて，同船の任務は海洋，

気象の観測から，南方気象班への補給へと変わ

っていった。そして輸送船団に組み入れられ行

動中，遂に昭和19年パシー海峡において米潜水

艦の雷撃を受けた。幸い魚雷は軍艦に比し吃水

の浅い同船の船底を通過，事なきをえた。たた

かう凌風丸については船長中野のくわしい報文

がある o

昭和20年夏，終戦とともに凌風丸はその本来

の任務である気象・海洋の観測に復帰できるも

のと期待されたが，現実は迄かに厳しいもので

あった。最初，同船に課せられたものは復員輸

送であり，次は連合面軍最高司令官よりわが国

に対し要求された北方定点 (39' N. 153' 

E).ついで南方定点 (29'N. 135' E)観測

であった。これら定点観測はどちらかというと

海上気象観測であったが，中央気象台では定点

およびその往後航で，観測点をきめて海洋観測

を行った。これら定点観測はすでに廃止されて

はいるが，定点とその往復航でえられた海洋，

海洋気象の貴重な観測資料は，わが国が世界に

誇りうるものの一つであり今日も活用きれてい

るo 定点観測行動を終ってからの同船はやっ

と本来の(中央気象台独自の計画による)海洋，

気象観測に戻ることが出来た。昭和30年頃であ

るが，この時期になると国際共同観iMIJ. 国際交

流といった面が海洋界でも強くなり，凌風も

IGY， NORPAC等，多くの国際共同観測に従

事している。そして昭和34年には米ロックブエ

ラー財留の寄付により同船にわが国としては初

めて13，000メートルのテーバード・ワイヤを備

えた深海観測装置が取り付けられた。しかし30

年に近い船齢と戦中，戦後の苛烈な状況の下に

おける行動のため傷みもひどくなり，遂に昭和

41年6月の最終航海を最後に廃船となり，新j愛

風丸にバトン夕、ソチということになった。室戸

台風や東北凶冷が誕生の契機となった凌風丸の

一生はまさに数奇の一語に尽きるといってよい

であろう。

4 .標準海水の作成一知られざる凌恩丸初期

の成果

i愛風丸を使用して行われた多くの観iMIJ航海の

うち，極めて特異かっ重要なものであった日本

標準海水作成用の試水採取航海を述べよう。
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1939 (昭和14年) 9月1日，精強を誇るナチス

ドイツの陸，空筆はポーランド進撃を開始 9

月38，英仏両国はドイツに宣戦布告，ここに

第2次欧州、|大戦(第 2次世界大戦)の幕は切っ

て落とされた。欧州戦乱の影響はわが冨におい

ても色々あったが海洋学界では，海洋観測用の

精密測器，化学分析用の高品位試薬などの輸入

が国難になり業務，研究面で支障が出始めた。

なかでも最も困ったのは海水塩分の分析測定に

不可欠の，いわゆる「コペンハーゲンの標準海

水jが入手できなくなった事である。

海水の「塩分J(salinity)について現在では
1982年以降，海水の電気伝導度から定義されて

いる。そして観測て、えられた試水の塩分を測定

するには各種の電気的自動塩分計(サリノメー

タ， salinometer)が使用されている o 以前は

分析者が一々，試水中の塩素量を実験室内で測

っていたらこれを塩分検定，略して「塩検Jと

いう。しかし，昔も今も塩分の測定に欠くこと

の出来ないのは「標準海水 (Primary

Standard Water， Normal Water) Jとよばれ
るものである。これは度量衡における原器，準

器のようなもので，外洋の清澄な海水を採取し

てt孟素与?と K15のI1貨を表lどしてあるもの

現物はこれを直径約45mm，内容積約230mlの

細長いガラスアンプルに封入してある。

標準海水は塩分関係式の提唱者であるテンマ

ークの海洋化学者クヌーツセン (Martin

Knudsen， 1871-1949) らにより 1902年から初

めオスローで，ついで‘コベンハーゲ、ンの海洋研

究所(正確には国際海洋探究会識の中央実験

所)で調製，頒布されて来た。(1975年以降は

英国立海洋研究所，Instituteof Oceanographic 

Sciences， Godalmingが担当)。これが入手出

来なくなると水塩とならんで海水の性質をあら

わす最も基本的な量である塩分の正確な値がえ

られない。塩分値がないと海水の密度を求める

事が出来ずいわゆる「力学計算 (dynamic

calculation) jが不可能になる。力学計算が駄

目だとなると，流速の水平的な分布を求めるこ

とが出来ない。このような理屈から，標準海水
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の問題はきわめて切実なものとなって来た。現

在では電磁海流計G.E.Kなど便利な流速計が

あるが当時は機械式のエクマン・メルツの流速

計位しかなかくこれでは洋上の一点における流

速しか出せなかったυ

一方，作戦上の見地から西太平洋の広範な海

域における海流の流向・流速水平分布を必要と

していた海箪当局L 以上の経緯から標準海水
の輸入途絶に頭を痛めていた。

事態の重大き.深刻さから遂に独力でわが国

独自の標準海水を調製することがきまり，昭和

15年秋東北帝国大学教授富永斉の首唱により学

術研究会議(会長関図式松)に i標準海水委

員会」が設置された。コペンハーゲンものを使

わなくとも済むよう「日本標準海水」の作製が

着手されたのである。標準海水の作製に先ず必

要なのは多量の清澄な海水。この採取のため新

鋭の大型観測船である中央気象台凌風丸がえら

ばれた。このとき凌風丸に乗船した科学者は富

永斉(東北帝国大学)，石橋雅義(京都帝国大

学入日高孝次(海洋気象台J，松平康男(海洋

気象台j新進の三宅泰雄(中央気象台)という

鋒々たるメンバーであった。 i愛風丸(中野健吾

船長)は昭和16年5月ー本州南方に向L¥ 小笠

原諸島父島の東150湿のところで約半トンの海

水採取作業が行われたc この時の模様は採水に

あたった三宅がくわしく報告している Q

採取した原海水から日本標準海水を調製する

作業は中央気象台にがいて三宅泰雄，湯村義明

らによって行われ，ここにコベンハーゲンもの

に頼らずとも塩検が出来る体制jが確立したので

ある。日本標準海水は戦後，アメ 1)カのスクリ

ソブ。ス海洋研究所へ送られ，有名な海洋学者レ

イケシュトロ教授 (N.W. Rakestrawlによ

り， コベンハーゲンのものやアメリカ製のもの

との厳禽な比較検定*が行われた。その結果，

極的て優秀との折り紙をつけられた。戦前，わ

が国の若い海洋学者の行った努力が報いられた

ものと云えよう。なお，国産標準海水の作製は

地味で、はあるがどうしてもやらねばならぬいわ

ば縁の下の力持ち的作業であり， j愛風丸初期の



航海で忘れてならぬものであろう。輸入標準海

水は現在でも相当値のはるものであるが戦前は

特に当時の物価に比べても非常に高価なものだ

ったようである。海洋学の先輩諸氏の話による

と標準海水一本の値がほぼ平均サラリーマンの

月収分(或いはその数分の 1?)だったといわ

れる。関係のない人にはいわばただの海の水に

過ぎないものがである。リヒター製の転倒温度

計の値段もほぼ1ヶ月分の月給に相当したとい

われ，海洋研究者のこれら輸入測器をあっかう

態度はまさに「恐る恐るjそのものだったとい

う神話が残っている。

5 .水路部(海軍)による西太平洋一斉観測

京丸，玉丸など観測船として，いわば無名の

民間船を多数動員し，水路部(海軍)が昭和13

年から太平洋戦争中にかけて行ったこの大観測

はいろいろの意味で世界の海洋探究史に名の残

るものであった。戦前の一時期，昭和8，9年

の事であるが， I日米戦わば」ということがよ
くいわれ日米未来戦の小説，戦記ものが流行し

た。そのシナリオはアメリカの太平洋艦隊が真

珠湾を出撃，堂々たる輪型陣でわが国に来襲す

るO わが国では連合艦隊がこれを当時委任統治

領だった南洋群島方面にむかえ討って，そこで

壮烈な艦隊決戦を展開するというものであった。

ただこれはちょっと時代が早すぎて，当時の日

米聞の関係はそう険悪なものではなくいわば夢

物語であった。しかし昭和も10年代に入るとこ

の日米戦わばといった事態は急速に現実味を帯

びはじめ，海軍は艦隊決戦想定海面である西太

平洋の赤道域に至る海洋，気象情報を真剣にも

とめるようになった。

これを受けて実施されたのがこの壮大な西太

平洋一斉観測て、ある。当時，わが国周辺海域の

海洋観測は， (1)水路部(海軍)により，大和，

満州，駒橋，勝力，膝州、|等の測量艦を使用測量

し， (2)農林省水産試験場が試験船，水産指導船

を使って三陸沖一斉観測等を行い. (3)海洋気象

台が春風丸を使用し各海域の精密観測を実施す

るという三本立てになっていた。水路部て、はこ

のようなそれまでの成果をふまえ，さらには南

大西洋を舞台に数次にわたり展開されたドイ、ソ，

ハンブルク海洋気象台のメテオール号大観測に

範をとってこの企画が推進された。目的はいう

までもなく軍事的のもので赤道域に至る西太平

洋に珍いて表面から深層に至る温度，塩分，流

向，流速など作戦，艦隊行動に必要なすべての

海洋情報を取得しようというものであった。

純粋に学問的立場から見てもこの一斉観測は

極めて注目すべき計画性を持っていたといえる。

それは広大な海域の準綜観的 (quasi-synoptic) 

な海洋f象をえようとした点である。それまでの

海洋大観測はメテオール号の航海に見られるよ

うに単船で数ヶ月，或いは数年をかけて目的海

面を精査するというものであった。このやり方

では，船の行動が海況の変化に追いつけず，え

られたものは準綜観的なものとはほど遠い海洋

誌的なものだった訳である O 海洋学者は勿論，

この点に気がついてはいたが当時は英，独など

の先進国でも多数観測船の同時動員ということ

は云うべくして行われ難いものであった。

このような大探検式の観測に伴う宿命的な弱

点，短所をいくらかでも少なくするため多数の

観測船* (観測設備を臨時的に搭載した船舶)

乞西太平洋に扇形に展開した観測線上に同時

的，かっ並行的に航行させ「生きた」海況を把

握しようというのが当時の水路部当局の狙いで

あったという事ができょう。もっとも，これと

ほぼ同じ時期の1938(昭和13)年初夏，西欧で

も非常によく似た企画が推進，実行きれていた。

大西洋の湾流(ガルフストリーム)の様相を準

綜観的にとらえようという目的で，これをそれ

までにあまり例のなかった国際共同観ì~IJ により

遂行しようというものであった。その名は「国

本当時はアメリカにおいても標準海水の試作，調製が行われた。

*京丸，王丸はもともと当時きかんに行われ始めた南氷洋捕鯨目的のキヤ/チャ ・ポ トである。強馬力で航続距離が長〈しかも凌波性がよい

ところからこの種観測には最適であったといえる。
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際湾流協同観測JOnternational Gulf Stream 
Expedition)。今日の国際協同観測の淵源とな

るものであったが，折からの第2次欧州大戦の

勃発(昭和14年9月)であまり成果のあがらぬ

まま終ってしま った。これについては，デファ

ントとハンセン (A.Defant and B. Helland-

Hansen)の報告があるが，今となっては貴重

なものといえよう。

水路部の誰が当時この企画の発議，推進に当

たったかは明らかではないが，気象・海象観測

関係の五課長岸人三郎大佐はながく測量艦満州

の艦長をつとめ海洋観測の経験豊富な武人であ

り，潮汐，航海天文関係の四課長秋吉利雄大佐

はのちに武官として珍しい理学博士号を取得し

た海洋学者であったのでこれらの人々の発言が

大きな力となったものであろう 。興味あるのは

後にわが国海洋学界の指導者となる若き日の菱

田耕造(のち東海大学教授，神戸海洋気象台

長)，福富孝治 (のち北海道帝国大学教授)，中

宮光俊 (のち海上保安庁水路部海象課長，昭和

27年明神礁で殉職)，佐藤孫七 (のち東海大学

観測船船長)ら新進気鋭大部分20才代の海洋学

者が京丸，玉丸などこの大観測で実際の観測に

従事した船の観測主務者として，観測の先頭に

立っていることである。

観測展開海面の広大なこと (特に低緯度域が

入っていること)，観測計画が準綜観観測を目

ざす非常に意欲的なものであること，観測が組

織的であり，その精度も当時としては高いもの

であることなど，昭和13-16年の西太平洋海洋

一斉観測は当時の先進諸外国にもその比を見な

い見事なものであり，わが国の海洋学が世界に

誇りうる成果のーっといっても過言ではあるま

い。海外の海洋学界で本格的な大規模綜観観測

が行われたのはこれから約10年後の1950年のこ

とであった。オペレーション・キャボ ット

(uperation Cabot)がすなわちそれて1 同観

測の成功には，航空機，電磁流速計 (G.E. 

K.)，バシサーモグラフ (BT) という新観測

手法・ j則器の導入があって始めて可能になった

という事も，われわれは忘れてはならないであ

ろう。一斉観測の成果は第二次大戦後，海上保

安庁水路部により公開刊行きれて「水路要報」

増刊号などでその全ぼうを伺うことができる。

そのデータは今日でも使用にたえるものと思わ

れるので，若い研究者の利用を期待したい。

6 .悲劇の測量艦筑紫

前章に見られるように戦前から海軍は測量，

観測面に熱心で、あったが昭和12年頃より水路部

が中心になり海洋観測に新生面が見られるよう

になった。これは，

(1) 西太平洋一斉観測 (既述)

(2) 観測，測量に文官，民間人の積極導入

(3) 水路部専用海洋観測船の建造

第2図 最初からその目的で建造された旧海軍唯一の測量艦「筑紫J(1，400トン)
海上保安斤水路部 (1971)による。
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(4) 新鋭損IJ量(専用)艦の建造

などの諸企闘である。このうち(2)については例

えばわが国唯一の本格的砕氷艦だった大泊

(1921年完成， 2，300トン)に民間の海洋学者

である B高孝次，宇田道援と水路部の岸人三郎

中佐とを乗船させ，昭和14年 2-5月 2回に

わたりオホーツク海面を行動して北太平洋北西

部の海氷を観測，海氷の分類および術語の制定

作業を行った例がある。 (3)は(2)にも関連するが，

海軍の海洋観測，測量はそれまで古い海防艦な

どに予を入れた大和，武蔵等の測量艦で行われ

て来た。しかしこれらは古いとはいっても「軍

艦」であり，民間人は原則として乗船できなか

った。東北帝国大学講師の半j畢正四郎(のち東

北帝国大学教授)が満州に乗船，西太平洋の底

質を調査したり，京都帝国大学助手の柴田淑次

(のち気象庁長官)が軍艦春日で南洋ローソッ

プ島の日食観測に赴いたりしたのは例外中の例

外だった訳である。しかし時局の推移に伴い水

路部では文官の技術者が急増，このため文官に

よって(法規的にも)運用の出来る水路部専用

観測船を建造するという構想、が昭和13年頃から

高まって来た。この全体計画は昭和14年から向

17年までに200トン級海洋観測船6隻を，昭和

20年までに800トン級海洋観測船10隻を建造す

るほか，沿岸の要所25ヶ所に海洋観測基地を設

営するという雄大なものであった。しかし戦局

の関係で全部は実現せず，北海道水試の三洋丸

(I85t) をモデルに海軍艦政本部自ら設計した

のが海洋(丸)系の観測船である。このうち第

4，第 5海洋は戦後も残っていたが第 5海洋丸

は昭和27年秋，明神礁の観測に赴き，たまたま

大爆発に遭遇，失われてしまった。このときの

殉職者は乗組員22名，科学者9名， 日本海洋学

史t忘れえぬ悲劇であった。殉職者のうち田山

利三郎測量課長は55歳，中富光俊海象課長は41

歳、若輩だった筆者からは相当のお歳に見えた

が，田山，中宮両氏は50代， 40代と，これから

の時だった訳である。米i幸久海象課分析係長は

30歳，われわれの兄貴分といった感じであった。

きて(4)の新鋭測量艦の建造は，当時ですら超

時代ものの大和，武蔵といった古い測量艦を使

-34 -

って苦しい非能率的作業を続けてきた関係者の

長い間の夢であった。このような歴史的背景と.

ひとたび米国と戦火を交えるようになれば西太

平洋の広範な未測量海域で，最前線における敵

前の強行急速測量の場面も想定きれ始め，新し

い構想による測量艦の建造がやっと行われるこ

とになった。これが後に「筑紫Jと命名きれた
ものである。排水量1，400トン，長さ83.0m，

幅10.6m，日記水3.6m，デ、イーゼル機関 3基

(発電機は戦艦大和用に準備きれたものを計画

変更により流用)5，700馬カ，速力19.7ノット，

12cm連装高角砲 2基，飛行機 1機という要目

であったG 建造は三菱横浜。敵前の作業も考意

して性能，兵装はそのころ出現した新海防艦占

守級とほぼ同じであり，偵察機1機を搭載して

いるのが特徴である。筑紫の完成は奇しくも太

平洋戦争開戦2日後の昭和16年12月10日であっ

た。同艦のデザインはのちに1， 2号艦(大和

型戦艦)の建造に参画した松本喜太郎造船少佐

(当時)による。

筑紫は竣工後直ちに出動，南洋群島方面， ク

エゼリン，ルオット方面などで広範な測量作業

に従事した。計画時にはあまり想定きれなかっ

た航空機，潜水艦が新しい敵で、あり，きわめて

危険な状況下にあって困難な作業に従事した。

太平洋戦争前半における有利な戦局の一端は.

本艦の縁の下の力持ち的な地味な作業によって

粛されたものである事をわれわれは忘れではな

らない。このように地味ではあるが華々しい活

躍を続けた本艦も，不幸にして昭和18年11月4

日，ビスマルク諸島沖て、触雷沈没して失われた。

筆者はかつてトラック島(環礁)在泊中，旧海

軍の軍機海図に， リーフの内海聞がちゃんと戦

艦泊地，空母泊地，巡洋艦泊地などとわけられ

て記載されてあるのを見てび、っくりした事があ

る。 トラソク島の夏島周辺海域は筑紫が測量し

ているので，同艦の測量成果によったものだっ

たのだろうか。



7.結癒と謝辞

戦前，戦中にかけての名測量怒，名観測船に

ついて述べたが紙数の関係で限られた船につい

てしか触れられなかった。機会を見て他の艦船

についても報じたいと思う。本報を草するに当

たり専門の諸事項について神戸商船大学杉浦昭

典教授と井上篤次郎教授の御教示をえた。丈献，

資料については元第五管区海上保安本部水路部

長吉田昭三氏に御教示をえ， また文献の検索等

については神戸高船大学問属罰書館の中川健二，

松下清，小西j詩子各事務官の御協力をえた。記

して感謝する次第である。

水路部関係

|年度(観測方面| 組制使用船および主務職員

蒼!鷹丸(加藤元柳)・玉丸 (fI) ・第二玉丸(島崎正彦)・第三玉丸〈山崎

嘉美)・第五玉丸(護辺謙次郎)・第六玉丸(福富孝治)・明賀丸(島崎正彦)

快鳳丸(吉村正猪)・白鷹丸(山崎嘉美)

大泊(佐藤富士達) (注〉海氷観測が主務(14年度には鎌田弥三郎派遣)

第一海洋(鳥時正彦)・第二海洋(城至誠一〉 ・第六京丸(菱田耕造〉・第

七京丸(山崎嘉美)・第八京詳し(福富孝治)・第十京丸(加藤元柳)・第三

玉丸(葛西資貌)・第七手IJ丸(吉村正猪)・第十拓南丸(山下馨)・第八拓

南丸(大東信市〉・第二利丸(鎌田弥三郎〉・第一拓南丸(富岡豊一)・第

二拓市丸(石井正己〉

第三拓雨丸(藤井正之)・第五玉丸(重松良一〉・第七玉丸(宇田川徳之助)

蒼鷹丸(川田健次〉・快鳳丸 (111下馨)・俊鵠丸(中宮光俊)

118 I本州南方
手口
13 
年 l黄海シナ海
1938 オホーツク海

11日 i本州南方

不日

14 

王子

川黄海東海

南シナ海

[文中敬称略]
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